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１ マニュアル作成の目的等 

（１）作成目的 

近年、ペットも家族の一員であるという認識が一般的になっており、過去の災害では、

避難所にペットを連れて行けないという理由で飼い主が避難せず、被災によりペット

と一緒に亡くなられた方もいました。災害時に躊躇することなく、飼い主とペットが同

じ避難所に避難する「同行避難」を行うことが重要とされています。 

一方、避難所ではさまざまな方が避難生活を行っており、その中には動物が苦手な方

やアレルギーを持った方もいるため、避難所内でのペットの飼育スペース等に配慮を

行うことが必要です。 

本マニュアルは、災害に備えて、まずは飼い主の皆さんとペットの命を守り、そして

安全な場所に避難することや、避難所におけるペットの適切な飼育など、飼い主の皆さ

んがペット同行避難を円滑に行えるように作成しました。 

災害時に人とペットが安全に避難できるとともに、安心して

避難生活ができるように日頃から準備しておきましょう。 

 

（２）用語の定義 

ア 同行避難 

災害の際に飼い主がペットと一緒に避難所まで避難

することです。飼い主とペットが同じスペースで生活

することを意味するのではありません。 

イ 同伴避難 

災害の際に飼い主がペットと一緒に避難所まで避難し、

かつ避難所で同じスペースで一緒に過ごすことです。 

※ 身体障害者が、盲導犬・介助犬・聴導犬と共に避難所に避難

してきた場合は、同じスペースで生活する「同伴」を拒んでは

ならないことが法律で定められています。 

ウ ペット 

本マニュアルで定めるペットは、犬や猫その他の小動物となっています。 

人に危害を加える恐れのある動物や特別な管理が必要

な動物については受け入れることができません。 

エ 避難所 

災害により住居が被害を受け、住まいを失った場合や、災害

の危険性がなくなるまで一定期間滞在することを目的とした

施設で、市内小中学校等の施設が指定されています。 

自宅が被害を受けることなく安全である場合には、自宅において「在宅避難」をし

ていただく事が基本となります。  
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（３）ペット同行避難のフロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

飼い主としての日頃の備え 

災害の発生または発生の恐れ 

ペットの避難準備 

ペットとの同行避難 

安全な自宅 

に避難 

事前に親戚・友人や 
ペット施設等に 

ペットの保護を依頼 

飼い主は 

避難所へ避難 

受入 

不可 
受入可 

ペットとの同行避難 

受入 
他の避難所 

への誘導 

立ち退き避難を行う場合 在宅避難を行う場合 

満たさない 満たす 

避難所でのペット同行避難 

の受け入れ条件 

空き無し 空きあり 
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２ 飼い主としての平常時における準備 

（１）普段の暮らしの中での防災対策 

 

 

 

 

 

ア ペットを室内で飼育している場合 

□ 家具が転倒しても下敷きにならないような場所にゲージを

置くなど、ペットの安全を確保しましょう。 

□ 安全性が高い場所を用意し、ペットが逃げ込める場所を確保

しましょう。 

イ ペットを屋外で飼育している場合 

□ 飼育場所の周辺に、ブロック塀やガラス窓など、破損や倒壊

のおそれのあるものがないかを確認しておきましょう。 

□ 首輪や鎖が外れたり切れたりして逃げ出す恐れがないかを

確認しておきましょう。 

 

（２）ペットのしつけと健康管理 

 

 

 

 

 

 

 

災害に備えたしつけと健康管理の例 

ア 犬の場合 

□ 「待て」「おいで」「お座り」「伏せ」などの基本的なしつけを行う。 

□ ゲージなどの中に入ることを嫌がらないように、日頃から慣らしておく。 

□ 決められた場所で排泄ができるようにする。不必要に吠えないようにしつける。 

□ 人や他の動物を怖がったり、攻撃的にならないように慣らしておく。 

□ 狂犬病予防接種など、各種ワクチンを接種する。 

□ 犬フィラリアやノミ、ダニなどの寄生虫を予防・駆除する。 

□ シャンプーやトリミングにより身体を清潔に保つ。 

□ 不妊去勢手術を行う。 

災害時にペットを守るためには、まず飼い主が無事でいる

ことが重要です！ 

〇 住まいの耐震化や家具の転倒防止対策をし、安全のために

備えましょう。 

災害発生時には、ペットもパニックになり、いつもと違う行動をとる可能

性があります！ 

〇 避難所生活に適応できるように、日頃から必要なしつけ

と健康管理を行っておきましょう。そうすることで、避難

所における他人への迷惑となる行動を防止するとともに、

ペット自身のストレスを軽減することにつながります。 
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イ 猫の場合 

□ ゲージやキャリーバックに入ることを嫌がらないように、

日頃から慣らしておく。 

□ 人や他の動物を怖がらないように慣らしておく。 

□ 決められた場所で排泄ができるようにする。 

□ 各種ワクチンを接種する。 

□ 寄生虫の予防、駆除を行う。 

□ 不妊去勢手術を行う。 

（３）ペットが迷子にならないための対策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マイクロチップとは 

直径２mm、長さ約８～12mm の円筒形の電子標識器具で、15 桁の数字（個体識

別番号）が記録されています。一度装着すれば、首輪や迷子札のように外れて落

ちたりする心配が少なく、より確実な身元証明になります。マイクロチップを装

着した後は、必ず登録機関にマイクロチップ番号や飼い主の連絡先などの登録手

続きを行いましょう。 

※ 装着しただけでは所有者明示になりません！ 

  必ず飼い主の登録手続きを行ってください！ 

 

（４）ペット用の避難用品や備蓄品の確保 

 

 

 

 

 

 

 

 

災害発生時には、ペットと飼い主が離れ
離れになってしまうことがあります！ 
〇 ペットが保護された場合にすぐに飼い
主の元に戻れるように、普段から身元を
示すものを装着しておきましょう。 

  外から見てすぐわかる迷子札を装着
するとともに、マイクロチップを埋め
込むことも有効な手段です。 

 

 

避難先においてペットの飼育に必要なものは、基本的には飼い主が用意す
る必要があります！（ペット用の備蓄はありません） 
〇 避難所などにペット用の救援物資が届くまでに
は時間がかかることがあるため、飼育に必要なも
のは少なくても５日分（できれば７日分以上）は
用意しておきましょう。装備品には優先順位をつ
け、避難時にすぐに持ち出せるように、飼い主の
避難用品とともに保管しておきましょう。 

※ 飼い犬の場合、狂犬病予防法により鑑札の装着と年１回の予防注射
及び注射証明となる注射済票の装着が義務付けられています。 
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ペット用の備蓄品と持ち出す際の優先順位の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ペット用備蓄品の一例（ペット避難ガイドライン（環境省）から抜粋） 

 犬用備蓄品の一例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 猫用備蓄品の一例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

優先順位１ 
（命や健康にかかるもの） 

 

□療法食、薬 
□フード、水（５日分以上） 
□予備の首輪、リード 
 （伸びないもの） 
□キャリーバック・ゲージ 
□トイレ用品 など 
 

優先順位２ 
（飼い主やペットの情報） 

 

□飼い主の連絡先 
□ペットの写真 
□ペットの既往症・健康状
態、ワクチン接種状況 

□かかりつけの動物病院
がわかるもの など 

優先順位３ 
（ペット用品） 

 

□ガムテープ 
□タオル、毛布、ブラシ 
□ウエットティッシュ 
□お気に入りのおもちゃ 
□ビニール袋 など 
 
 

実際に備蓄品を用意してみましょう！ 
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（５）避難を想定した準備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 近所のペット仲間との助け合いも重要です。 

日頃から近隣住民と良好な関係を築けるように、コミュニケーションや飼育マ

ナーに気を配るとともに、万が一の際はお互いに助け合えるよう、飼い主同士や

近隣住民と防災について話し合っておくことも重要になります。 

多頭飼育や、特定動物、大型の動物等、同行避難が難しい動物に関しては、親

戚や友人など、ペットの一時預け先をあらかじめ探しておきましょう。 

 

 

  北斗市防災ハンドブック       北斗市津波ハザードマップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※ 北斗市防災ハンドブックは、市役所２階総務課で、配布しています。 

   北斗市ホームページからもダウンロードできます。 

 

 

  

避難指示などが出た場合に備え、避難所等（市が指定した指定避難所や指

定緊急避難場所）の場所を調べておきましょう！ 

〇 複数の避難ルートを考え、避難所までの所要時間や危険

な場所を確認しておくことが、安全な避難につながりま

す。「北斗市防災ハンドブック」やハザードマップを確認

し、住んでいる地域の被害想定などを把握して、災害の対

策や避難方法について家庭内で相談しておきましょう。 



7 

 

３ 災害発生時の行動 

（１）安全確保・状況確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 適切な判断・避難行動のためには正しい情報の入手が必要です。 

市ではＦＭいるかと協定を結び、北斗市役所からの割り込み放送によって、市

が発令する避難情報等を、皆様方に直接伝達できる仕組みを構築しています。 

また、ＦＭいるかにおいても、災害発生時には道南地区の避難行動に必要な情

報を継続的に放送するようになっています。 

ＮＨＫ総合テレビのデータ放送（ｄボタン）の「地域の防災・生活情報」でも、

災害関連情報を入手することが出来ます。 

 

（２）避難の判断 

 

 

 

 

 

 

 

（３）避難の実施 

 

 

 

 

 

 

 

災害発生時は、まずは自分の身の安全を確保しましょう！ 

〇 突然の災害でペットもパニックとなり、いつもと違う行動をとることが

あります。興奮している動物に不用意に手を出すと噛まれることもあるた

め、落ち着いてから犬であればリードを着け、猫は慣れたゲージなどに入

れ、すぐに避難できる体制を確保しましょう。 

災害の状況については、防災ラジオ

（ＦＭいるか）やテレビ、市のホームペ

ージなどから情報を取得しましょう。 

収集した情報を基に、自宅や地域の状況を確認し、自宅にとどまるか、自

宅以外の安全な避難所等に避難するかを判断しましょう！ 

〇 自宅が危険な場合や避難指示が出ている場合には、飼い

主の安全を確保したうえで安全な場所へ避難します。 

自宅や地域の状況が安全な場合は、自宅にとどまる在宅

避難という方法もあります。 

避難が必要となった場合は、飼っている犬や猫など、ペットと一緒に避難

しましょう！ 

〇 室内のガラスの飛散や倒壊家具などに注意

して、持出品を準備し、避難する際には電気

のブレーカー、ガスの元栓を切ります。 

  避難は同行避難が基本となります。 
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 ※ 避難する際は、リードを離さないようにしっかり持ち、キャリーバックやケースは

しっかり抱えて動物の安全に気を配りましょう。 

倒壊した建物や切れた電線など、指定避難所までの経路には危険な箇所がたくさん

ありますので、足元や頭上に気を配り、落ち着いて行動しましょう。 

大型犬など、徒歩で避難することが困難な場合は、車両で避難す

ることについても検討しましょう。 

 

避難する際は、ペット用備蓄品を携行し、避難前に以下の事項を確認しましょう。 

  【犬の場合】 

  □ リードをつけ、首輪が緩んでないか確かめます。 

  □ 小型犬などはリードをつけた上で、キャリーバックに入れます。 

  【猫の場合】 

  □ キャリーバックやゲージに入れます。 

  □ キャリーバックなどの扉が開かないようにガムテープなどで固定します。 

 

４ 避難所に避難した後の行動 

北斗市避難所マニュアル（令和７年〇月）には「犬、猫などのペットは、指定された場

所以外で飼育することを禁止し、万が一のトラブルやアレルギー体質の方への配慮を説

明し、「避難所ペット登録台帳」に登録した後、所定のペット飼育場所を伝えます。」とな

っており、まずは受付でペットと同行避難してきたことを伝え「避難所ペット登録台帳」

に登録して頂くことになります。 

また、災害発生時は避難所開設・運営に携わる職員等も混乱していることから、ペット

と同行避難してきた飼い主の皆さんが協力してペット受入スペースを確保して頂くこと

もあります。 

 

※ 「スターターキット」という取り組み 

災害が発生した場合、または災害が発生するおそれがある場合、北斗市では速や

かに避難所が開設されます。しかし、開設直後の避難所には担当職員や避難所運営

者がすぐに来られるとは限りません。 

そこで、避難所に最初に到着された方が速やかに受け入れ体制を整えられるよう

に、初動の指示書（ミッションカード）と物資を取りまとめた「スターターキット」

を避難所に備えておく等の取り組みを行っています。 

スターターキットには、①指示書（避難所開設手順をわかりやすく示したもの）②

関係書類（避難所の受付に必要な書類等）③物資（避難所運営に必要な筆記具、ごみ

袋、養生テープ、軍手等）が入れられ避難所に保管しておく、もしくは、市職員が準

備します。  
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ペット同行避難における避難所到着後の行動の一例（公民館） 

 

 

                     ※ ペットの一時待機スペースや飼育スペ

ースを設置する際は、施設管理者や市職

員と調整して設置場所を決めて下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一次スペースの例（学校下駄箱の土足部分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はじめに 

これからペット同行避難者の受入準備を行

います。  

・1人は基本的に動かず、全体を把握しなが

ら指示を出してください。  

・数人集まったら、避難者同士で協力して作

業を進めてください。  

指示１ 

ペット一時待機スペースの設置 

「ペット一時待機スペース」の場所を

調整し、設置します。 【掲示１】を見

えやすい場所に貼るとともに、ペット

同行避難者の誘導をしましょう。  

学校の非常階段を一時飼育スペースにした例 学校の下駄箱を一時飼育スペースにした例 

【参考】ペット一時避難スペースの一例 
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避難所（学校等）におけるペットスペース設置の一例 

 ※ 屋外に設置する際は、学校の資機材等を活用して設置します。 

 

 

 

 

   行事用の屋外テント      自転車置き場    渡り廊下     サッカーゴール 等 

 ※ 施設管理者の許可を受け、屋外倉庫、玄関、教室等をペットスペースにすることも可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指示２ 

犬飼育スペースの設置  

犬を収容するスペースを調整し、設置し

ます。ブルーシートを敷き、見えやすい

場所又はカラーコーンに【掲示２】を貼

りましょう。 

指示３  

猫の飼育スペースの設置  

猫を収容するスペースを調整し、設置し

ます。ブルーシートを敷き、見えやすい

場所又はカラーコーンに【掲示３】を貼

りましょう。  

指示４ 

ペット同行避難者受付の設置 

敷地の入口に 【掲示４】を貼りまし

ょう。地図上、「受付」の場所に机と

いすを運びましょう。 スターターキ

ット内ファイルから「避難所ペット

登録台帳」「避難所における飼育ルー

ル一例」と筆記用具を取り出します。 

受付場所に【掲示５】を貼りましょ

う。 
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指示５ 

ペット同行避難者の受付開始 

指示４までを終えたら、受付を開始し

てください。 

①避難者に「ペット登録台帳」への記入

をお願いします。  

②受付で「ペット登録台帳」の内容の確

認し、それぞれに管理番号を振ります。  

③台帳の該当する管理番号の欄に必要

な情報を記入し、避難者に「飼育ルー

ル」を渡します。  

④飼育スペースに誘導するとともに、

ケージへのペット情報を表示してもら

います。分かりやすい場所に【掲示６】

を貼りましょう。  

⑤ペットの状況を確認し受入可能かを

判断します。受入が困難な場合は、飼い

主に伝え、避難所以外の避難をしても

らいましょう。 

※受入判断については、 

「災害時家庭犬用トリアージ」を参照 

※ 

指示６ 

飼い主を集めて、飼い主グループでペ

ット飼育について話し合います。 

①飼育ルール、ペットの飼育・管理を確

認し、必要なポスター等を掲示しまし

ょう。 

②ペットの排泄物の廃棄方法・場所等

必要事項を決めましょう。 

ＮＰＯ法人日本社会福祉愛犬協会の資料を参照し作成 

災害時家庭犬用トリアージ 
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※ ペットの同伴避難について 

避難所開設後に施設管理者と避難所運営委員会（ペットの飼い主グループ）が話し

合い、他の避難者の理解を得られたならば、避難所内にペットの同伴避難（避難者と

ペットが同じスペースで生活）場所を設置することも可能です。 

飼い主グループの皆さんがペットのことだけではなく、積極的に避難所運営にか

かわることにより、よりよい環境でペットとの避難生活を送ることが可能となりま

す。 

このためにも、普段からのペットの躾が、とても重要になってきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ペットと飼い主は 

違うスペースで生活 

ペットと飼い主は 

同じスペースで生活 

簡易テントを活用した 

ペットとの同伴避難 
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避難所における飼育ルールの一例 

 

避難所では、下記のルールに基づいて、飼い主が責任を持って飼育・管理を行ってください。 

 

１ ペットは決められた飼育場所でケージに入れるか、柱などにつなぐなどして飼育してください。 

・ ケージの置き場所や、つなぐ場所は、避難所運営委員会の指示に従ってください。  

・ 決められた飼育場所以外で、ペットを飼育しないでください。  

２ 避難所に同行できるペットは犬、猫などの小動物です。 

  ※ 人に危害を与える恐れのある動物、特別な管理が必要な動物は受け入れできません。  

３ ペットの飼育に関する必要な作業は、飼い主の皆さんで協力して行ってください。  

（１）飼い主グループによる飼育環境管理（共同作業）  

ア 飼い主グループを編成する。  

イ ペットを飼育する場所を設置し、収容する。  

ウ ペットの管理簿を作成する。  

エ グループ全員で飼育ルールを確認し、作業当番を決定する。  

オ その他の共同で作業できることはグループで対応する。  

（２）飼い主個人による飼育管理（個別作業）  

ア 餌やり、給水、食べ残しの片づけ  

イ 散歩、ブラッシング、ケージ内外及び周辺の清掃      など  

※ ペットの飼育・管理に必要な資材（ケージ、その他の用具）と当面の餌は、飼い主がそれぞ

れ持ち寄っていただくのが原則です。  

４ 決められた時間に給餌し、残った餌は必ず後始末してください。  

・ ペットの体やケージ内、飼育環境を清潔に保つことで、避難所の皆が気持ちよく生活することが出

来ます。  

５ 排泄は特定の場所でさせ、後始末は適切に行ってください。  

・ 排泄物の不適切な処理は、平常時からも苦情の原因となっていますので、注意しましょう。  

６ 散歩やブラッシングなどは、飼育スペース若しくは屋外の指定された場所で行ってください。  

・ 移動するときや散歩するときは、リードをつなぎ、短く持つなど、トラブルを防止しましょう。  

・ ノミ・ダニ等の発生防止等の衛生管理、健康管理に努めましょう。  

７ 避難所で負傷などによりペットの世話ができない飼い主もいることが想定されるため、グループで協

力し、助け合いながら管理をするようにしてください。  

８ ペットによる苦情・危害防止に努めてください。  

・ 危害防止のため、飼い主や世話をする方以外の方が、飼育スペースに入らないようにしましょう。  

・ 普段はおとなしいペットでも、沢山の人や異なる種別の動物が集まることでストレスを感じたり吠

えたりすることもあるので、配慮が必要です。  

９ 一時的に遠方の親戚や知人に預けるなどの方法も検討してください。 避難生活が長期化する場合、

本人及びペットのストレスは大きくなりますので、軽減する方法も検討しましょう。 

 

 ※ 一例に基づき避難所運営委員会と飼い主グループで連携し、見直し・改善してください。 
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飼い主グループによるペットの飼育・管理 

 

○ 避難した飼い主全員で協力してペットの飼育・管理をします。 

○ ペットの飼育に必要なケージや給餌、トイレ用品などの物資は、原則、飼い主が持参します。   

○ 飼い主全員で飼い主グループを立ち上げ、決められた飼育スペースを設営し、飼育ルールに従って

飼育を開始します。 

 

① 同行避難 

飼い主は避難所運営委員会に確認し、指示書に基づき、ペット同行避難の飼育スペースの設置、受付

を行い、飼育ルール等を確認します。 

② 飼い主グループの立ち上げ 

避難した飼い主全員で飼い主グループを作ります。  

③ 代表者の選出 

代表者として、責任者及び数人の副責任者を選出します。 代表者は、グループに指示するほか、避難

所運営委員会との連絡調整を担当します。 その他必要な衛生・物資担当者等も選出しましょう。 

④ 飼育ルールの周知 

飼い主全員に飼育ルールを周知するとともに、避難所内に飼育ルールを掲示するなどして他の避難者

にも理解してもらいましょう。 

⑤ 避難所運営委員会への報告 

代表者は、避難所運営委員会にペットの種類や数、飼い主数などを報告します。  

⑥ 飼育スペースの管理 

飼い主グループで共同して、飼育スペースを管理します。  

ア 代表者の指示等に従い、飼い主はペットを飼育スペースに収容します。  

イ 動物種ごとに場所を分けたり、ケージに覆いをしたり、間仕切りを置いたりして、動物同士のスト

レスを軽減しましょう。  

ウ ペットを登録する管理簿等を作成します。また、個々の動物に名札を付ける等、飼い主がわかるよ

うにしましょう。（避難所運営委員会と連携し、ペット管理簿で管理します。）  

エ 飼い主グループが行う「共同作業」と個々の飼い主が行う「個別作業」を整理し、協力して管理し

ましょう。  

○ 共同作業 

飼い主グループ全員でローテーションを組んで行います。  

・ 飼育場所・その周辺の清掃、消毒及び共用トイレの清掃、汚物の処理  

・ ペット関係救援物資の管理 

○ 個別作業 

危害防止のため、個々の飼い主による管理が望ましい作業です。  

・ 餌やり、給水、食べ残しの片づけ  

・ 散歩、ブラッシング ・ケージ内外及び周辺の清掃等  

オ 周囲に配慮し、飼育ルールを守った適正な管理 

避難所には、様々な方が避難しています。飼育ルールを守って適正に管理し、周囲の人への配慮を

忘れないようにしましょう。また、飼育スペースだけではなく避難所自体の運営にも協力しましょう。  

カ トラブルへの対処 

他の避難者からの苦情等、トラブルが発生した場合には、解決するよう努めましょう。 
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５ 避難所以外でのペットの管理 

避難所以外でのペットの管理方法として次のような選択肢があります。状況を踏まえ

ながら、選択するようにしましょう。 

（１）自宅での管理（在宅避難） 

自宅が安全な状況であり、危機が迫っていない状況であれば、自宅にとどまりペッ

トともに在宅避難することが可能です。 

また、飼い主は避難所に避難し、ペットを自宅で飼養

する場合は、避難所から自宅に世話をしに通う方法もあ

ります。ただし、二次災害の危険が考えられる場合は、

この方法は避けて同行避難しましょう。 

（２）施設や親戚、友人に預ける 

民間の施設や遠方の親戚、友人などにペットを預けることを

検討しましょう。 

胆振東部地震の際には、民間のペットホテルが無償でペット

を預かった例もありますが、日頃から複数の預け先を探してお

くことが望ましいです。 

（３）車中泊避難 

一時的な避難の場合は、車中泊避難も選択肢として考えられます。熊本地震のとき

は、ペットがいることから車中泊避難が増加したとも言われています。 

（テントでペットと同伴避難した事例もありました。） 

車中泊避難の場合には、飼い主がエコノミークラス症候群や熱中症を発症する恐れ

がありますので、適度な運動や十分に体を伸ばして睡眠できる環境の確保、遮光や換

気など、それぞれへの対策が必要になります。 

ペットも熱中症になるため、ペットだけを車内に残すときは、温度に注意し、十分な

飲み物を用意しておく必要があります。長時間、車を離れる場合はペットを安全な飼

育場所に移動させましょう。 

 

 

 


